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自閉症・情緒障害特別支援学級の生徒は…
・言語の理解、対人関係、コミュニケーション等の困難さ
・高校進学を希望しているが、生徒にとって分かりやすい情報

が不足しがちで、自分にふさわしい進路が分からない
「自分のよさが分からない 「将来の夢がない」」

教師の願い
将来、働く意欲をもった社会の一員になってほしい

そのために…
生徒なりに考え進路を選択することができるようにしたい

★キャリア教育の視点を生かして、「目指す姿」から指導計画を作
成しよう！

★生徒のよい姿をほめて「自分にはこんなことができる」 「こんな
ことをしたい」気持ちがもてる授業をしよう！

①キャリア教育「 つの能力」を4
観点として本学級の生徒に現れて
いる姿から育成すべき能力を整理
して、三年間のステップを作成
本学級における、職業的（進路）
発達を踏まえた生徒の目指す姿

③学級活動で、２年３名を対象に
題材「職場体験学習から学ぼう」を実践

ステップと本校の進路指②
導（進路学習）計画を踏ま
えて作成
本学級における進路指導計画
とそれに関わる学級活動の学
習計画

◎教師が仲立ち役となっての
話合い活動を柱とした授業に
より、進路について考えるこ
とができた 「よい姿」とは、。
目指す姿に近付いていこうと
する思考や言動で、教師がこ
れを丁寧に取り上げ賞賛して
いくことが有効であった。

「 」 、◎ 目指す姿 を示したことで
キャリア発達を支援する観点を

、 。もって 学習計画が立てられた
◎各学年の学習に合わせてその
時期に本学級で扱うべき内容が
明確になった。

◎授業を通し、生徒が自分のよ
さに気付き、したい仕事のイメ
ージや将来の夢が語れた。
◎職場体験学習と実践によっ
て、２学年の「目指す姿」に近
付いている姿が現れた。

前時の資料を見なが

ら話合う

「 」工場で働きたいな

「目指せ工場長！」

「私も自分の店がほ

しい！」

まとめ
○キャリア発達の視点を指導者がもつことで、生徒はその発達の道筋をたどってよりよい変容を見せることが分かった。

通常の学級での学習で一緒にやることに不安がある生徒も、各学年の目標との関連を明確にした本学級の授業において課題
にじっくり向かうことで、なんとか自分もできるという思いを持つことができた。

○生徒の目指す姿をイメージして意図的に賞賛すると、生徒も互いのよさを認め合う話合いができる。
「 」「 」 、 。自分にはこんなことができる こんなことをしたい と思う体験によって 自分の生き方を前向きに考えることができた

授業において④
生徒のよい姿をとらえ、大いに賞賛
したときの生徒の姿


